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Synopsis

　The granular fertilizer made of silicate and oyster sell powder was evaluated the efficacy by 

application for rice production in the paddy field experiment again. The fertilizer was made by same 

procedure along with previously reported. The experimental setting was along with conventional rice 

production in Nara Pref. Japan. The rice plant growth applied by the fertilizer application was slightly 

better than control plant growth. The 10% 37.5 kg／10a application in transplanting field was the best 

plant growth. But these yields were almost same compared with their control. The tendency was 

shown as the low Si application （5% Si） more effective than highly doses （10%） in this field test.
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1．緒言

　水稲に対するケイ酸肥料の効果は、光合成能力

の促進、耐病性の付与、倒伏防止などが期待され

ている。近年の環境問題の関心の高まりから、稲

作から排出される籾殻や糠を使用した肥料を使用

して再度水田にケイ酸が投入されている。また、

有機性廃棄物のコンポストや貝殻などの海産物に

由来する廃棄物を材料とした肥料も製造・使用さ

れるようになってきた 1）。この様な背景から、ケ

イ酸含有肥料の水稲に対する有効性を評価するた

めに、昨年と施用量を変化させた反復試験として

の圃場試験を実施した。

2　材料と方法

ケイ酸入り牡蠣殻石灰粒状肥料の作成

　0.89mmの篩いを通した牡蠣殻粉末（89％ w／w）

とケイ酸ナトリウム（SiO2濃度28～30％）水溶

液とケイ酸カリウム（SiO2濃度27.5～29％）水溶

液の等量混合物（11%w／w）を混和し、小型皿型

造粒機（直径70cm）に投入して、これらに対し

て10％程度となるようにリグニン希釈液をバイン

ダーとして噴霧器で少しずつ加えながら、水分量1

～ 2％、硬度1以上の直径2～ 6mmの球状に造粒

する。成分：生石灰（CaO）40％、二酸化ケイ素

（SiO2）3％となっている。

写真１ 試験水田の様子（波板による仕切り：6月）
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処理区と栽培方法

　栽培試験は昨年同様 2）に、奈良県奈良市中町の

水田で2009年6月から実施した。2009年6月7日に

試験区にケイ酸肥料（ケイ酸濃度5％，10％）を

75kg／10a、ならびに37.5kg／10a,施肥した。代掻き

時に各処理区共通で元肥としてMコート777（N：

P：K 3.4%, 3.4%, 3.4%）を40kg／10a施肥。田植え

後に除草剤サンバード（三共アグロ社製）3kg／10a

を施用した。各処理区間は、プラスチック製の波

板で仕切った（写真1）。

　試験水稲は稚苗移植区（移植区）と直播区（直

播区）を設定し、栽培品種は「ヒノヒカリ」を供

試した。2009年6月10日に移植区に稚苗を植え付

け、直播区には、鉄コーティングした種子を播種

した。栽培管理は慣行に従い、水田所有者（樋口

喜三氏）に委託した。

調査

　生育・収量調査

　生育調査は、2009年7月3日，21日，8月6日，9

月25日に実施し、分げつ数、SPAD値（ミノルタ

社製）、収量調査は、2009年10月15日に各区から

9株を単位として、合計3カ所からの刈取りから求

めた。青ポールでマークした株については、植物

体重、穂重、有効分げつ数を記録した。刈取った9

株の稲穂は、近畿大学農学部圃場倉庫内で乾燥さ

せた後、籾重量を測定して収量を記録した。

3．結果および考察

収量および生育へのケイ酸肥料施用の影響

　水稲の生育状況は、写真2，3に示した。8月6

日の時点で対照区と比較して若干の生育の促進が

認められるが、移植区で測定したSPAD値や分げ

写真３ 生育期の様子: 移植区（左）直播区（右）2009年8月6日

写真２ 生育期の様子 : 2009年 9月 6日（左）、2009年 10月 15日（右）

処理区 処理区 対照区 青ポールで調査個体をマーク



─ 58─

森本 正則・守本 信一・宮本 信彦・立木 陽子・長谷川 正・増田 昇義・樋口 喜三・駒井 功一郎

図１ 移植区における各処理区の水稲分げつ数の推移
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表１　各処理区の水稲生育状況

調査日
移植区 直播区

SPAD* 分げつ数** SPAD 分げつ数

対照区

7／ 3 33.1 10.4 ─ ─
7／21 40.0 28.6 ─ ─
8／ 6 33.6 27.5 39.4 16.6
9／25 24.6 ─ 28.7 ─

処理区
（37.5kg／10a）
Si 5%

7／ 3 35.1  9.2 ─ ─
7／21 37.5 27.1 ─ ─
8／ 6 34.7 29.0 35.5 17.0
9／25 23.1 ─ 26.5 ─

処理区
（75 kg／10a）
Si 5%

7／ 3 35.8 10.9 ─ ─
7／21 37.5 28.7 ─ ─
8／ 6 34.9 29.4 36.4 24.0
9／25 22.5 ─ 25.9 ─

処理区
（37.5kg／10a）
Si 10%

7／ 3 34.8 10.8 ─ ─
7／21 40.8 30.3 ─ ─
8／ 6 34.8 27.6 37.6 21.8
9／25 24.3 ─ 27.3 ─

処理区
（75kg／10a）
Si 10%

7／ 3 35.5 10.2 ─ ─
7／21 38.7 27.9 ─ ─
8／ 6 32.3 21.4 36.6 17.4
9／25 23.1 ─ 24.1 ─

*20回測定平均の3回平均値、**7～10株の平均値
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つ数からは顕著に表れていない。一方で、Si10％ 

75kg／10a処理区の測定値は、無処理区よりも不良

であった。直播区でも、無処理区と処理区との顕

著な差は認められなかった（表1）。全ての処理区

においてSPAD値は7月21日で最大となり、その

後、減少する傾向が認められた。8月6日測定の直

播区でのSPAD値は、移植区よりも高く、生育が

移植区よりも遅れていることがうかがえた。

　青色プラスチックポールでマークした水稲（写

真2）の追跡調査においては、Si 10%剤よりも　

Si 5%剤の方が最終的な分げつ数が多い傾向にあっ

た。最も高濃度処理となるSi 10% 75kg／10a処理

区は、7月21日からの分げつ数の減少が認められ

た（図1）。

　青色プラスチックポールでマークした個体の収

量調査においては、移植区では、無処理区と大き

な差は認められなかったものの、植物全重、穂重

でSi 10% 37.5kg／10a処理区が大きかった。一方で

Si 10% 75kg／10a処理区は収量が低かった。直播

区においては、これら両処理区（Si 10%剤区）の

収量が小さい傾向であった（図2）。また、これら

の植物全重と穂重の相関係数はr＝0.952と高い正

図 2 各処理区の収穫時期の生育量比較（上段：移植区、下段：直播区）

表2　各処理区の9株あたり籾重

Si濃度
移植区 直播区

籾重 SD 籾重 SD
無処理区  0% *343.6 78.1       248.1 57.1

処理区
（37.5kg／10a）

 5%  374.8 104.2 ***176.2 77.8
**（109.1%）  （71.1%）

処理区
（75kg／10a）

 5%  289.8 89.0      222.6 78.9
     （84.3%）  （89.7%）

処理区
（37.5kg／10a）

10%  348.6 24.8      358.6 47.9
    （101.4%） （144.5%）

処理区
（75kg／10a）

10%  310.3 58.3     200.0 44.1
     （90.3%）  （80.6%）

*3区の平均、**無処理区に対する増加率、***保存中の食害が著しいことによる減量
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の相関が認められることから、植物体が大きくな

ることで、収量も向上することが示唆された。さ

らに植物体重と有効分げつ数、ならびに穂重と有

効分げつ数の相関係数は、それぞれr＝0781、r＝

0.731であった。

　最終的な籾の重量は、それほど大きな増加は認

められなかった。ここで顕著に重量の小さなもの

は、倉庫での保存中の食害による減量が考えられ

た（表2）。

4．まとめ

　今回昨年に引き続き施用量を増加させてケイ酸

肥料施肥水稲栽培試験を実施したが、収量や植物

生育について十分な増加を確認することは出来な

かった。しかし、特定の植物を経時的に追跡調査

することで、施肥に対する植物の反応を確認する

ことが可能であった（図1）。今回の結果からは、

高濃度ケイ酸処理が必ずしも水稲の生育を向上さ

せるものではないことがうかがえる。今回の圃場

実験期間中は、試験水稲の倒伏は観察されなかっ

た。
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